
 

 

                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

喫煙と健康影響について  禁煙ファースト！    健康新聞   月号  今村病院   健康管理センター 

はじめに 

喫煙は多くの病気と関係があり、禁煙は健康の大前提といえます。喫煙していると、他の生活習慣の改善にも悪影響

を与える可能性があります。禁煙すると、他の生活習慣の改善への波及効果も期待できます。 

身体への影響を考えて、まず禁煙から取り組むことが大切です。 

 

 

 

 

タバコが健康に悪いのはわかっているし、 

家族からも禁煙を勧められている、           

吸える場所も年々減っていき肩身が狭い・・・  

それなのに、禁煙できないのはなぜでしょう？ 

     現在では、やめられない喫煙の実態は ニコチン依存症 であることがわかっています。  
喫煙する習慣の本質はニコチン依存症という治療が必要な病気であるとされています。風邪を意思の力で治せない

のと同じように、病気であるニコチン依存症を意思の力だけで治すことは難しいのです。 

自力で禁煙するよりも、禁煙補助剤や病院での治療を受けると、  

・比較的楽にやめられる  ・より確実にやめられる  ・あまりお金をかけずにやめられる 
（失敗しても損しない！） 

健康保険等で受けられる禁煙治療 

2006 年より禁煙治療に健康保険等が適用され、患者さんの負担も軽くなりました。禁煙治療を健康保険等

で受けるには一定の要件があり、1 回目の診察で医師が確認します。要件を満たさない場合でも、自由診療

で禁煙治療を受けることができます。病院に行く前に自分でチェックしてみましょう。 

  

おわりに 

禁煙に、遅すぎることはありません。禁煙すれば、

健康面以外でも美容や金銭面その他の生活に関

わる多くのメリットが得られることでしょう。 

あなたには、どんな嬉しいことが起こりそ

うですか？ 

医師と一緒に取り組むことで成功率が 80%に！  

  

５点以上ならばニコチン依存症とされます。 

設問内容 はい 
１点 

いいえ 
２点 

①自分が吸うよりも、ずっと多くタバコを吸ってしまう
ことがありましたか。 

  

②禁煙や本数を減らそうと試みて、できなかったことが
ありましたか。 

  

③禁煙したり本数を減らそうとしたときに、タバコがほ
しくてほしくてたまらなくなることがありましたか。 

  

④禁煙したり本数を減らした時に、次のどれかがありま
したか。（イライラ、神経質、落ち着かない、集中しに
くい、ゆうつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、
手のふるえ、食欲または体重増加） 

  

⑤ ④でうかがった症状を消すために、またタバコを吸
い始めることがありましたか。 

  

⑥重い病気にかかったときに、タバコはよくないとわか
っているのに吸うことがありましたか。 

  

⑦タバコのために自分に健康問題が起きているとわか
っていても、吸うことがありましたか。 

  

⑧タバコのために自分に精神的問題が起きているとわ
かっていても、吸うことがありましたか。 

  

⑨自分はタバコに依存していると感じることがありま
したか。 

  

⑩タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けるこ
とが何度かありましたか。 

  

 

✔今すぐニコチン依存症かどうかをチェック！ 

参考資料：厚生労働省 喫煙と健康 喫煙と健康影響に関する検討会報告書、ファイザーすぐ禁煙.jp 

「病院の禁煙外来は、費用が高いのでは」と、心配している人はいませんか？ 

実は、禁煙治療は、健康保険等※1を使って受けることができるのです。自己

負担が 3 割の人は、使用する薬にもよりますが、約 3ヶ月の治療スケジュール

で、1 万 3,000 円～2万円程度※2です。 

仮に、タバコを 1 日 1 箱吸う人の場合、8～12 週間分のタバコ代と、健康

保険等を使った禁煙治療費を比べてみましょう。グラフのように、あなたが禁

煙治療に支払う費用のほうが、タバコ代よりも安くなります（詳しくは医療機

関にお問い合わせください）。 

医師のサポートを受けながら禁煙を続けられて、しかも自己負担も軽いので

あれば、禁煙外来に行くメリットは大きいといえます。 

※1 健康保険等とは、公的医療保険のことで、組合管掌健康保険、全国健康保険協会管掌健康保険、船員

保険、各種共済組合管掌健康保険、国民健康保険等を指しています。 

※2 「日本循環器学会、日本肺癌学会、日本癌学会、日本呼吸器学会：禁煙治療のための標準手順書 第

6 版：2014」に記載されている健康保険等で禁煙治療のみを行った場合の自己負担額（3 割負担として

13,080 円～19,660 円）に基づいています。 

喫煙者本人による健康への影響 
タバコが身体に悪いことを知らずに吸っている人は
ほとんどいないでしょう。しかし、身体に悪いといっ
ても、具体的にはどんな病気と関係しているのかは、
意外に知られていないようです。多くの人は、肺がん
の他に病名を挙げられないのではないでしょうか。 
あなたはいかがですか？ 

 

受動喫煙による健康への影響 
受動喫煙：自分ではタバコを吸わなくても、副流煙
（タバコの先から出る煙）、呼出煙（吐き出す煙）を
発生源とする他人のタバコの煙を吸わされることを
言います。間接喫煙、二次喫煙、セカンドハンドス
モークとも言います。 

・肺がん ・喉頭がん ・膀胱がん ・子宮頸がん 

・心臓の病気（虚血性心疾患） ・脳卒中  

・糖尿病 ・メタボリックシンドローム ・胃潰瘍  

・不妊  ・手術後の経過に悪影響     ・歯周病など 

がんについて 

動脈硬化が原因で起こる病気 

 

その他 

がんについて 

・肺がん ・乳がん ・鼻腔、副鼻腔がん 

がん以外の健康影響 

・脳卒中 ・臭気、鼻への刺激感 ・虚血性心疾患 

・乳幼児突然死症候群（SIDS） 

・喘息 

大人 

子ども 

ニコチン依存度を簡易に判定する方法の一つとして、６つの質問からなる

FTND（Fagerstrom Test for Nicotine Dependence）指数があります。 

健康保険等を使った禁煙治療のスケジュール 

男性 ①喫煙 ②高血圧 ③アルコール 

女性 ①高血圧 ②喫煙 ③運動不足 

わが国におけるリスク要因別の関連死亡者数 

男女計（2007年） 

一定の要件について、 

「１日の平均喫煙本数×これまでの喫

煙年数＝200以上」などがあります。 
※2016 年 4 月より 35 歳未満にはこの要件はなくなりました。 
 

詳しくは、『禁煙外来』で検索し、   

ご確認ください！ 


